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PARTSLIST
NO.	 名称	 数量	 素材

	 1	 右ヘッドカバー	 1	 ABS
	 2	 タイプAネジ	 33	 ABS
	 3	 タイプBネジ	 5	 ABS
	 4	 タイプCネジ	 5	 ABS
	 5	 タイプDネジ	 3	 ABS
	 6	 タイプEネジ	 2	 ABS
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STAGE09│右ヘッドカバー
THE RIGHT-HAND HEAD COVER

バンクした6気筒が2列に並んだ
「ラ フェラーリ」のマラネッロV12エンジン。

ここではSTAGE08に引き続き、
右ヘッドカバーを組み立てます。

1 	 右ヘッドカバー
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09

左右のヘッドカバーにネジを取り付けます。押
し込むだけでOKです。画像のように、タイプD
ネジ5を左右のヘッドカバーの穴に押し込
み、2本のタイプCネジ4を同様にはめ込みま
す。さらに2本のタイプBネジ3、1本のタイ
プEネジ6を取り付けます。最後に左右のヘ
ッドカバーに15本のタイプAネジ2をそれ
ぞれ押し込みます（次ページ参照）。

STEP2

STAGE08で開梱したプラグキャップ4
個とヘッドカバーガスケットを使いま
す。ガスケットを右ヘッドカバー1の下
に押し込み、画像のようにプラグキャップ
を4つの穴にはめます。穴の切り欠きと右
ヘッドカバーのタブを合わせて押し込んでくだ
さい。瞬間接着剤をごく少量塗布して取り付け
てもOKです。

STEP1

1 	 右ヘッドカバー
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左右のヘッドカバーにネジ、ガスケット、6
つのプラグキャップのうち4つを取り付け
ました。完成したヘッドカバーは、保管して
おいてください。

2

2

STAGE09 完了	
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ノーズにある3つの開口部が
フロントエアーインテークです。

エンジンやフロントブレーキの冷却に
必要な空気を取り入れる

重要な役割を担っています。

PARTS LIST
	 NO.	 名称	 数量	 素材	
	 1	 ラジエターグリルフレーム	 1	 ABS
	 2	 ラジエターグリルメッシュ	 1	 メタル
	 3	 左エアインテーク	 1	 ABS
	 4	 右エアインテーク	 1	 ABS
	 5	 左右インテークメッシュ	 2	 メタル
	 6	 タイプEネジ	 3	 メタル
	 7	 タイプAネジ	 4	 メタル
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STAGE10│フロントエアーインテーク
FRONT AIR INTAKES
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画像のように、フロントノーズに左エアイン
テークメッシュ5、左エアインテーク3を
配置します（パーツにはLマーク）。フロント
ノーズに固定する穴をタイプAネジ7、ラ
ジエターグリルフレーム1の穴をタイプEネ
ジ6で固定します。

STEP2

画像のように、フロントノーズにラジエター
グリルメッシュ2、ラジエターグリルフレ
ーム1を配置します。パーツには上下がある
ので注意しましょう。ラジエターグリルフレ
ームの上部を、1本のタイプAネジ7で固定
します。

STEP1

5 	 	左エアインテークメッシュ

3 	 	左エアインテーク

ラジエターグリルフレーム

2 	 	ラジエターグリルメッシュ
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STEP2を繰り返して、右エアインテークメ
ッシュ5と右エアインテーク4を取り付け
ます（パーツにはRマーク）。タイプAネジ
7とタイプEネジ6で固定します。

STEP3

「ラ	フェラーリ」のフロントノーズにある3
つの開口部に、プロテクトの役割も果たすメ
ッシュが装着された状態です。フロントノー
ズは、保管しておいてください。

右エアインテーク 4

右エアインテークメッシュ 5

6

7

STAGE10 完了	
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「ラ フェラーリ」のボンネットには、
油圧支柱が装備されています。

ピストンによってスムーズに開閉して
ボンネットを固定することができます。

2

1

STAGE11│ボンネットの油圧支柱
THE BONNET’S HYDRAULIC 
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PARTS LIST	
	 N0.	 名称	 数量	 素材
	 1	 ピストン	 1	 ABS
	 2	 シリンダー	 1	 ABS
	 3	 タイプDネジ	 2	 メタル
	 4	 フロントハブキャップ	 1	 ABS
	 5	 左フロントホイール	 1	 メタル
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ボンネットの左ヒンジの穴に、ピストン1
をタイプDネジ3で固定します。ネジの頭ま
で締め込みますが、ピストンが自由に回転で
きる余地は残してください。続いてシリンダ
ー2をピストンのロッドに押し込みます。

STEP1

ボンネットに油圧支柱が取り付けられた状態
です。左フロントホイールは、次の工程で使用
します。フロントハブキャップは保管しておい
てください。

STAGE11 完了

ピストン 1

シリンダー 2

3
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モータースポーツの世界では、
タイヤは車のパフォーマンスを決定する

重要な役割を担っています。
「ラ フェラーリ」も例外ではありません。

PARTS LIST
	 NO.	 名称	 数量	 素材	
	 1	 左フロントタイヤ	 1	 ゴム
	 	

1

1

STAGE12│左フロントタイヤ
THE FRONT LEFT TYRE
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もう一度、タイヤがインサートに均等にはま
っていることを確認してください。タイヤを
お湯につけて装着した場合には、完全に乾い
てからホイールに取り付けます。

STEP2

左フロントタイヤをインサートにはめ込みま
す。タイヤが均等に膨らむようにします。ゴム
が硬い場合には、リアタイヤを1分ほどお湯
につけてから作業しましょう。

STEP1
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左フロントタイヤ1を左フロントホイール
のリムにはめ込みます。左フロントタイヤが
リムの外側の溝にしっかりとはまっている
こと、リアタイヤが全周にわたり均等には
め込まれていることを確認してください。

STEP3

左フロントタイヤが装着された状態で
す。STAGE11で開梱したフロントハ
ブキャップと一緒に保管しておいてくだ
さい。

STAGE12 完了
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「ラ フェラーリ」の2シーターシートは、
いかなる運転状況においても

最高の快適性とパフォーマンスを発揮します。
トータルなデザイン性が際立ち、

コックピットのなかで存在を主張しています。

PARTS LIST
	 N0.	 名称	 数量	 素材	 	
	 1	 ヘッドレスト	 1	 ABS+PVC	
	 2	 パッセンジャーズシート	 1	 ABS+PVC	
	 3	 タイプBネジ	 3	 メタル
	 4	 バックレスト	 1	 ABS
	 5	 ベース	 1	 ABS

1 3 4 521
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STAGE13│パッセンジャーズシート
THE PASSENGER’S SEAT
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バックレスト4をパッセンジャーズシート2に
取り付けます。矢印のように、凹みを合わせ
て押し込みます。それだけでフィットします
が、凹みに瞬間接着剤をごく少量塗布して取
り付けてもOKです。

STEP2

ネジ穴を合わせて、ベース5をパッセンジャ
ーズシート2に合わせます。2本のタイプ
Bネジ3でしっかりと固定します。

STEP1

2 	 パッセンジャーズシート

5 	 ベース

バックレスト		 4

2 	 パッセンジャーズシート

3

3
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ヘッドレスト1をパッセンジャーズシート2
の上に取り付けます。矢印のようにパッセン
ジャーズシートのスリットにはめ込みます。押
し込むだけでフィットしますが、瞬間接着剤を
ごく少量塗布して取り付けてもOKです。

STEP3

パッセンジャーズシートが完成した状態で
す。コックピットに取り付けるまで保管し
ておいてください。

STAGE13 完了

1 	 ヘッドレスト

2 	 パッセンジャーズシート
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「ラ フェラーリ」を制御する
計器類が整然と配置されたダッシュボードは、

ドライバーの視認性と操作性が
極限まで追求されています。

PARTS LIST
	 NO.	 名称	 数量	 素材	
	 1	 コックピットフロア	 1	 ABS
	 2	 ダッシュボードパネルA	 1	 ABS	
	 3	 ダッシュボードパネルB	 1	 ABS	
	 4	 コントロールパネル	 1	 ABS
	 5	 ロアフェイシア	 1	 ABS
	 6	 エアコン吹き出し口付きバー	 1	 ABS
	 7	 タイプBネジ	 7	 メタル
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STAGE14│ダッシュボード
THE DASHBOARD
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エアコン吹き出し口付きバー6を画像のよ
うにコントロールパネル4に配置し、2本の
タイプBネジ7で固定します。

STEP2

ダッシュボードパネルA2とダッシュボー
ドパネルB3を画像のように合わせ、2本の
タイプBネジ7で固定します。

STEP1

2 	 ダッシュボードパネルA

3 	 ダッシュボードパネルB

エアコン吹き出し口付きバー

4 	 コントロールパネル
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7

7
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ロアフェイシア5をコントロールパネル4に配
置し、3本のタイプBネジ7で固定します。

STEP3

コックピットフロアはあとの工程で使用しま
す。次のステージでは、組み立てたアセンブ
リーにステアリングホイールとインストルメ
ントパネルを取り付けます。

STAGE14 完了

5 	 ロアフェイシア

7

7

7
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「ラ フェラーリ」のコックピットは
ステアリングホイールと一体化しています。

これはフェラーリのF1マシン技術を
フィードバックしてデザインされたものです。

PARTS LIST
	 NO.	 名称	 数量	 素材	
	 1	 インストルメントパネル	 1	 ABS
	 2	 ステアリングホイール	 1	 ABS
	 3	 ギアチェンジパドル	 1	 ABS
	 4	 ステアリングコラム	 1	 ABS
	 5	 タイプBネジ	 6	 メタル
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STAGE15│スポーツコントロールズ
THE SPORTS CONTROLS
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STEP1のパーツを、STAGE14で組み立
てたもう一つのアセンブリー（コントロール
パネル・エアコン吹き出し口付きバー、ロア
フェイシアで構成）を取り付けます。画像の
ように3本のタイプBネジ5で固定します。

STEP2

インストルメントパネル1をSTAGE14で組
み立てたアセンブリー（ダッシュボードパネ
ル）に取り付けます、ケーブルが半円形の開
口部を通ることを確認してください。2本の
タイプBネジ5で固定します。

STEP1

インストルメントパネル
5

1
5

5

5

5
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ステアリングコラム4、ギアチェンジパド
ル3、ステアリングホイール2をダッシュ
ボードに取り付けます。ここでは画像のよ
うにパーツの穴に対応する突起を押し込むだ
けにして、固定はあとの工程で行います。

STEP3

コックピットのダッシュボード関連パーツが組
み上がってきました。アセンブリーは保管し
ておいてください。

STAGE15 完了

2 	 ステアリングホイール

4 	 ステアリングコラム

ギアチェンジパドル　 3
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長年の間、フェラーリが培ってきた技術と
最新技術を融合させた

ハイテクコックピットを製作していきます。

PARTS LIST
	 NO.	 名称	 数量	 素材	
	 1	 セントラルブリッジサポートフレーム	 1	 ABS
	 2	 フロントバルクヘッド	 1	 ABS
	 3	 セントラルブリッジ	 1	 ABS
	 4	 パッセンジャーズフロアマット	 1	 ABS
	 5	 パーティション	 1	 ABS
	 6	 ドライバーズフロアマット	 1	 ABS
	 7	 安全ベルト・アタッチメント	 1	 ABS
	 8	 ギアボックスコントロールパネル	 1	 ABS
	 9	 押しボタンパネル	 1	 ABS
	 10	 タイプBネジ	 7	 メタル
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STAGE16│内部構造パーツ
INTERNAL STRUCTURES
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セントラルブリッジサポートフレーム1に、押
しボタンパネル9をタイプBネジ�で固定し
ます。続いてSTAGE14で開梱したコック
ピットフロアにセントラルブリッジサポート
フレーム1を配置します。2本のタイプBの
ネジで固定します。

STEP2

センターブリッジ3をセントラルブリッジサ
ポートフレーム1に配置し、2本のタイプB
ネジ�で固定します。

STEP1

セントラルブリッジ　 3

セントラルブリッジサポ
ートフレーム　 1

1 	 セントラルブリッジサポートフレーム

押しボタンパネル

10

10

10 10

10

9
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フロントバルクヘッド2をコ
ックピットフロアに配置し、2
本のタイプBのネジ�で固定します。

STEP2

パッセンジャーズフロアマット、ドライバーズ
フロアマット、パーティション、安全ベルト・ア
タッチメント、ギアボックスコンソールパネル
はあとの工程で使用します。保管しておいて
ください。

STAGE16 完了

フロントバルクヘッド　 2
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